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１. 令和６年８月の台風第１０号による大雨』出水概要
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（１）令和６年８月２７日～９月１日の大雨による気象概況など
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令和６年８月２２日に発生した台風第１０号は８月２９日に非常に強い勢力（９３５hpa）で鹿児島県
に上陸し、ゆっくりとした速度で九州や四国を通って東海道沖へ進んだ。東海地方接近時には
９９６hpa程度と勢力は衰えたものの、太平洋高気圧の縁を回る暖かく湿った空気が長時間流れ込
み、静岡県では広い範囲で雨が降り続き、静岡雨量観測所にて８月２７日０時から９月１日２４時ま
での総降水量６４７mmを記録した。また、１時間雨量は８月３１日１４時に上川根雨量観測所にて
８１mmを記録した。

静岡県内ほぼ全域に土砂災害警戒情報が発表され、また、静岡市をはじめ多くの市町では避難
指示を発令した。

気象庁レーダ
雨量

※速報値のため変更さ
れる場合が有ります。

天気図
（気象庁HP）

８月２９日２１時時点

８月２９日２１時３０分時点

大井川

安倍川

静岡県

Cバンドレーダ
累加雨量

台風経路図
（気象庁HP）

か み か わ ね

大井川

安倍川

静岡県

８月２７日０時～９月１日２４時の累加

上川根
雨量観測所

静岡
雨量観測所



（２） 令和６年８月２７日～９月１日 レーダ雨量の概況
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※速報値のため変更される場合が有ります。

• 安倍川流域に0時頃
から10mm/h程度の
雨が降り始める

• 18時頃手越水位観
測所にて水防団待
機水位（1.5m）を超
えたが、その後水位
は低下した

• 午前中は小康状態が
続き水位が低下した
が、安倍川流域に13
時以降から一時的に
30～50mm/hを超える
雨が降った

• 手越水位観測所
において氾濫注
意水位(2.4m)を超
え17時頃にピーク
水位2.61mを観測

• 以降、雨は弱まり、
20時頃に氾濫注
意水位を下回る

８月２７日から９月１日にかけて断続的に雨が降り、２９日１７時頃および３１日１４時
頃の２回にわたって３０～５０mm／h以上の非常に強い雨が降った。

安倍川

大井川

安倍川

大井川

安倍
川

大井川

安倍川

大井川

８月２７日
０時時点

８月３１日
１４時時点

８月３１日
１８時時点

（安倍川手越地点▲、大井川細島地点■）※水位観測結果のグラフは当該資料のP3,4を参照

８月２７日

８月２９日
２１時時点

８月２９日

８月３１日

安倍川

大井川

８月２９日
１７時時点

• 安倍川流域に17時頃から30mm/h程度の雨が断続的に
降る

• 手越水位観測所において氾濫注意水位(2.4m)を超え22
時頃にピーク水位2.80mを観測

大井川
流域

安倍川
流域

８月２７日～９月１日にかけて水位上昇した時点を踏まえ、レーダ雨量の画像を抽出し概況を記述。



（３）安倍川の水位観測所 水位状況
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手越水位観測所では氾濫注意水位を超え８月２９日２２時にピーク水位２．８０ｍを観測。また、牛
妻水位観測所および奈良間水位観測所では水防団待機水位を超えるに留まった。

＜各水位観測所 ピーク時水位の整理＞

８/２７ ０時 ～ ９/１ ２３時の各水位観測所における水位の変遷は以下の通り

最高水位 2.80m

（8/29 22：00観測）

手越
てごし

手越水位観測所水位状況（雨量は戸持雨量観測所）

※時刻水位・雨量データより作成

※速報値のため変更される場合が有ります。

※時刻水位・雨量データより作成

※時刻水位・雨量データより作成

奈良間
最高水位 2.67m

（8/31 16：00観測）

奈良間水位観測所水位状況（雨量は大川雨量観測所）
な ら ま

3.00

2.70

4.822.401.50 4.003.40

出動水位
避難判断

水位
氾濫危険

水位
計画

高水位

2.20 3.00 3.70 4.10 4.60

氾濫
注意水位

5.51

奈良間

観測所名
今回

最高水位
水防団

待機水位

2.80

牛妻

手越

2.67
2.30 6.40 7.70 8.023.70 4.70

時間雨量 57mm

（8/31 15：00観測）

時間雨量 61mm

（8/31 14：00観測）

牛妻
最高水位 2.70m

（8/31 17：00観測）

牛妻水位観測所水位状況（雨量は戸持雨量観測所）
うしづま

時間雨量 57mm

（8/31 15：00観測）



静岡河川事務所管内 安倍川・大井川の最高水位状況
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※速報値のため変更される場合が有ります。

牛妻水位観測所
水防団待機水位を超過

奈良間水位観測所
水防団待機水位を超過

細島水位観測所
水防団待機水位未満

島田市

手越水位観測所
氾濫注意水位を超過

神座水位観測所
水防団待機水位未満

藤枝市

焼津市

牧之原市

吉田町

静岡市

かんざ

な ら ま

ほそじま

てごし

うしづま

■：氾濫危険水位超過
■：避難判断水位超過
■：出動水位超過
■：氾濫注意水位超過
■：水防団待機水位超過

：水防団待機水位未満

藁科川

（４）静岡河川事務所管内 安倍川・大井川の最高水位状況



（５）令和６年８月２７日～９月１日の台風第
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安倍川右岸３．７KPの出水時と平常時の様子

安倍川

出水時
令和６年８月３１日 １８時００分撮影
※この時の手越観測所の水位は、２．６０m

平常時
令和６年９月６日 １３時００分撮影
※この時の手越観測所の水位は、０．８５m
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安倍川手越水位観測所において氾濫注意水位を超えた
ため、８月２９日から９月１日にかけて出水時巡視を実施し
ました。安倍川右岸１.５k （東名高速道路）付近において、
高水敷の被災（延長約４００ｍ）を確認しました。

被災箇所
（安倍川右岸１.５k付近）

東名高速の上流側に堆
積した土砂（①）によって高
水敷への流れが形成（②）
され、その流れが低水護
岸を乗り越えた（③）。

全景

安倍川

安倍川

上流から下流を望む

令和6年9月1日撮影

低水護岸を乗り越えた流
れは高水敷を侵食しながら
流れ（④）、樹木等に当たり
本川に戻される流れ（⑤）と
なった 。

そして、本川に戻る流れ
（⑤）が低水護岸の未整備
箇所を徐々に侵食し（⑥）流
路を形成（⑦）したため、高
水敷の土砂をさらに吸い出
したと考えられる 。

②高水敷への
流れを形成

①土砂の堆積

③水位上昇に
より低水護岸
を乗り越える

④高水敷を
侵食しながら
流れる

⑤樹木等に当た
り本川へ戻る流
れを形成

⑥低水護岸未整備箇所を侵食

⑦流路が形成され高水敷の
土砂がさらに吸い出された

＜被災状況＞ ＜被災要因の推定＞

安倍川

安倍川

洗掘された
高水敷

令和6年9月1日撮影
令和6年

9月1日撮影

令和6年
9月1日撮影

位置図（６）出水時巡視等の結果



（７）市町への支援活動状況
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静岡市を流れる安倍川水系秋山川の排水不良による浸水、土砂崩れに伴う内
宮川の河道閉塞により内牧地区で浸水が発生したため、静岡市の要請に基づき
排水ポンプ車2台を現地に派遣するとともに、リエゾン2名を静岡市役所へ派遣し
支援しました。



２. 巨石付き盛土砂州による河岸防護効果の検証
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安倍川右岸８．５ｋ（試験施工）

各施設の概要

施設配置案

工法 効果 想定される影響

根固工 洗掘防止効果 下流部の洗掘・侵食を助長

水制工
水はね効果
河岸防護効果

対岸への影響

巨石付き盛土砂州
水はね効果（やわらかに流れを制御）
河岸防護効果

変形を許容した構造であるため、洪水後の変化を継続
的にモニタリング

水制工

巨石付き盛土砂州：目指すみお筋となるよう、砂州頂部を巨石により防護した盛土を設置し、主流を滑らかに河道中央に誘導する対策工

根固工

安倍川左岸８ｋ（試験施工）
出典：治水と環境の調和した新たな河岸防護技術の手引き

巨石付き盛土砂州

河道中央方向への
流れが確認できる。

（１） 河岸防護施設の整備

河道中央方向への
流れが確認できる。
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平均年最大流量 1,800m3/s

整備計画流量 4,900m3/s

0.0

0.5
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3.5

4.0

4.5

5.0
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手
越
観
測

所
水

(m
)

洪水ピークからの経過時間 [h]

H28.9.7

H29.10.23

H30.10.1

R1.10.12

R2.7.25

R3.7.3

R4.9.24

R5.6.3

HWL

氾濫危険水位

避難判断水位

出動水位

氾濫注意水位

水防団待機水位

（２） モニタリング結果（経年）

モニタリング開始（H29年度）以降の出水状況

○ LP測量

各年最大洪水波形（手越地点水位）

流量
未確定

R4.9
洪水
↓

巨石付き盛土砂州
（先端部のみH28年度施工）

中央部（未施工）

巨石付き盛土砂州
（先端部のみH29年度施工）中央部

（R3年度施工）

巨石付き盛土砂州により
主流路の方向誘導、
主流路を中央に移動

H29年（試験施工後）～R6年の澪筋位置図

令和4年9月の大規
模洪水により先端
部が一部侵食

先端部設置後も、中央部未施工の場合には
先端部の下流側で河岸に向かう流れが見られる

8.00k

8.25k

8.50k 8.75k

7.75k7.50k

流量の出典）水文水質データベース（各年一部欠測、R2とR5は大部分欠測、R4は未公表）
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巨石付き盛土砂州の効果についてモニタリングを開始した平成29年以降では、平均年最大流量（1,800m3/s）程度以下の小規模洪水、3,000m3/s程度の中規模洪水
である令和元年10月洪水、令和4年9月の大規模洪水が発生している。

○ 中小規模洪水に対する効果（平成29年度～令和3年度）

• 澪筋が滑らかに河道中央に誘導されており、河岸防護効果を確認できた。巨石付き盛土砂州の先端部形状は維持され、水はね機能を維持している。
※巨石付き盛土砂州の中央部（先端部の下流側）では、河岸に向かう流れや河岸沿いの流れが確認されたため中央部の施工が望ましい。

○ 大規模洪水に対する効果（令和4年度：令和4年9月洪水）

• 左岸8.0kの巨石付き盛土砂州の先端部は、一部侵食されたことから、巨石付き盛土砂州を設置していない場合、被災が生じていた可能性がある。

• 右岸8.5kでは、令和3年度に巨石付き盛土砂州の中央部を施工し、澪筋が滑らかに河道中央に誘導されており、河岸防護効果を確認できた。

○ 8.0k左岸巨石付き盛土砂州先端部が侵食された後の効果の維持（令和5年度、令和6年度）

• 中小規模洪水において、澪筋が滑らかに河道中央に誘導されており、河岸防護効果を確認できた。

• 8.0k左岸の巨石付き盛土砂州は、令和4年9月洪水により先端部が一部侵食されており、先端部の侵食が進行した場合に、水はね機能の低下が懸念される。



（２） モニタリング結果（経年）
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○ 澪筋が滑らかに河道中央に誘導されており、河岸防護効果を確認できた。巨石付き盛土砂州の中央部が未施工である区間では、河岸に向かう流れや河岸沿いの流れ
が生じている場合がみられる。

○ 8.5k右岸の巨石付き盛土砂州の先端部は、変状が生じておらず、巨石付き盛土砂州の機能が維持されている。

○ 8.0k左岸の巨石付き盛土砂州の先端部は、令和4年9月洪水により先端部が一部侵食されており、先端部の侵食が進行した場合に、水はね機能の低下が懸念される。

H29.10洪水 約2,500m3/s

非出水期

H30.10洪水 約2,500m3/s

R1.10洪水 約3,000m3/s

非出水期

R2.7洪水 約1,000m3/s

R4.9洪水 4,500～5,000m3/s程度（推定）

：未施工（中央部）

：施工済（中央部）

河岸沿いの流れ 河岸に向かう流れ

河岸沿いの流れ

河岸沿いの流れ

河岸沿いの流れ

河岸沿いの流れ

河岸沿いの流れ

河岸沿いの流れ

河道中央に誘導河道中央に誘導

河道中央に誘導 河道中央に誘導

河道中央に誘導

河道中央に誘導

河道中央に誘導

8.00k
8.25k

8.50k

7.75k7.50k

8.75k

8.00k
8.25k

8.50k

7.75k7.50k

8.75k

8.00k
8.25k

8.50k

7.75k7.50k

8.75k

8.00k
8.25k

8.50k

7.75k7.50k

8.75k

8.00k
8.25k

8.50k

7.75k7.50k

8.75k

8.00k
8.25k

8.50k

7.75k7.50k

8.75k

8.00k 8.25k 8.50k7.75k7.50k

8.75k

：未施工（先端部）

：施工済（先端部）

河岸沿いの流れはみられない

河岸沿いの流れはみられない

8.00k 8.25k 8.50k7.75k7.50k

8.75k
R5.11洪水 約600m3/s

河道中央に誘導
河道中央に誘導

河岸に向かう流れ



中央部

先端部

巨石付き
盛土砂州
（右岸8.5k付近）

測線No.10

測線No.9

測線No.8

測線No.7

測線No.7 測線No.8

40m

測線No.9測線No.10

40m40m 40m

8.5k8.25k

測線No.9

左岸
高水敷

右岸
高水敷

横断測量
測線位置

測線No.10

中央部
（R3年度施工）

先端部
（H29試験施工）

測線No.8

先端部の
形状が

維持されている

R6.2撮影

測線No.7

中央部
（R3年度施工）澪筋※

澪筋※

澪筋※

澪筋※

※澪筋はR6.2空撮から判別した概ねの位置

澪筋を河道中央に誘導

測量年月日
━ R1.8.8 ～R1.8.9
━ R5.2.23
━ R6.2.2
※破線は巨石付き盛土砂州上面先端部

（平成29年度施工）
中央部

（令和3年度施工）

先端部下流端
（H29試験施工）

（２） モニタリング結果（令和5年度） 安倍川右岸8.5k
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○効果：澪筋が河道中央に誘導された。また、巨石付き盛土砂州の中央部を施工したことで、河岸沿いの流れが解消し、河岸防護に寄与した。

○機能の維持：先端部には変状が生じておらず、巨石付き盛土砂州の機能（水はね機能）が維持されている。

巨石付き
盛土砂州
（右岸8.5k付近）

R5.4撮影

測線No.10

測線No.9
測線No.8

測線No.7
中央部

先端部



（２） モニタリング結果（令和6年度） 安倍川右岸8.5k
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先端部
（平成29年度施工）

中央部
（令和3年度施工）

撮影箇所

（3）

（1）

（2）

(2)砂州下流側（下流を望む）令和7年3月18日

中央部の巨石の一部が崩れ

河床と一体となっている

○効果：中央部の一部が崩れ巨石が河床と一体となることで、砂州前面の洗堀を抑え、河岸防護に寄与している。

○機能の維持：先端部には変状が生じておらず、巨石付き盛土砂州の機能（水はね機能）が維持されている。

先端部しか施工されてないため、
施工後の洪水を経験してない状態
では、砂州上流の河岸への回り込
が見られる。

砂州先端部から、巨石沿いの流れ
（澪筋の形成）が見られる。

河道中央方向への流れが
確認できる。

巨石付き盛土砂州の冠水
の形跡は見られない。

前面での洗掘が見られる。

洗堀
傾向

洗掘に追随し、河岸を防護している。河岸付近に砂州が形成され、

砂州に沿った流路が見られる。

流路の
形成

砂州の
形成

(1)砂州下流側（下流を望む） (2)砂州下流側（上流を望む） (3)砂州上流側（下流を望む）

令和5年10月24日（令和4年9月洪水後） 令和5年10月24日（令和4年9月洪水後）令和5年10月24日（令和4年9月洪水後）

巨石の流出はみられない。巨石の流出はみられない。中央部に沿った流路がみられる。

平成30年10月(平成30年10月洪水直後 ）

平成30年12月

平成30年10月(平成30年10月洪水直後 ） 平成30年10月(平成30年10月洪水直後 ）

平成30年12月平成30年12月

令和７年3月18日 令和７年3月18日 令和７年3月18日

中央部沿いの流路はみられない。 巨石の流出はみられない。 巨石の流出はみられない。



河道中央付近は河床上昇

R4.9洪水で先端部の
下流側が侵食（20m程度）

測線No.3

測線No.4

測線No.2

測線No.2 測線No.3 測線No.4

50m

40m 40m

7.75k 測線No.5

左岸
高水敷

右岸
高水敷

先端部の上流側は
形状維持

測線No.5

測量年月日
━ R1.8.8 ～R1.8.9
━ R5.2.4
━ R6.1.23～R6.1.31
※破線は巨石付き盛土砂州上面

先端部
（平成28年度施工）

中央部
（今後施工予定）

測線位置

中央部
（未施工）

（２） モニタリング結果（令和5年度） 安倍川左岸8.0k
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R6.2撮影

巨石付き
盛土砂州
（左岸8.0k付近）

○効果：空撮（R6.2撮影）より、澪筋を河道中央に誘導する効果が発揮されている。

なお、令和4年9月洪水に対しては、洪水流を河道中央に誘導する効果は限定的であるが、以下の河岸防護効果を発揮したと考えられる。

①巨石付き盛土砂州が侵食された実態から、巨石付き盛土砂州の設置により低水護岸の被災を回避した可能性がある。

②巨石付き盛土砂州背後の高水敷上が洗堀された実態から、巨石付き盛土砂州が、河岸に向かう流れや河岸沿いの流れを河道中央に誘導する
ことで高水敷上に乗り上げる流れを軽減した結果、高水敷上の洗堀を軽減した可能性がある。

○機能の維持：令和4年9月洪水により先端部が一部侵食されており、先端部の侵食が進行した場合に、水はね機能の低下が懸念される。

澪筋※

※澪筋はR6.2空撮から判別した概ねの位置

澪筋※

澪筋※

澪筋※

R4.9洪水による侵食
幅20m程度

R5.4撮影

測線No.5

測線No.4

測線No.3

測線No.2

巨石付き
盛土砂州
（左岸8.0k付近）

先端部

R4.9.25撮影

R4.9洪水による高水敷上の洗掘

R4.9洪水による侵食
幅20m程度

FLOW

先端部の侵食が進行

先端部の侵食が進行

埋め戻り

埋め戻り

埋め戻り



（２） モニタリング結果（令和6年度） 安倍川左岸8.0k
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先端部
（平成28年度施工）

中央部
（今後施工予定）

（3）

（1）

（2）

撮影箇所

:令和４年９月洪水で侵食された範囲

○機能の維持：令和4年9月洪水により先端部が一部侵食されており、先端部の侵食が進行した場合に、水はね機能の低下が懸念される。

堆積
傾向

前面に砂礫の堆積が見られる。冠水の痕跡は残っているが、
巨石等の流出はみられない。

令和3年11月26日（令和4年9月洪水前）

巨石の流出はみられない。 巨石の流出はみられない。

(1)砂州下流側（下流を望む） (2)先端部の中央（対岸を望む） (3)砂州上流側（下流を望む）

令和5年10月24日（令和4年9月洪水後）

先端部下流側が侵食。 先端部下流側が侵食。 先端部上流側は形状を維持。

平成30年12月(平成30年10月洪水後 ） 平成30年12月(平成30年10月洪水後 ） 平成30年12月(平成30年10月洪水後 ）

令和７年3月18日 令和7年3月18日 令和7年3月18日

先端部上流側は形状を維持。

令和7年3月18日

先端部下流側の巨石の

崩落がみられる

先端部の侵食箇所

令和4年9月洪水で

侵食された範囲に

砂礫の堆積が見られる

令和3年11月26日（令和4年9月洪水前） 令和3年11月26日（令和4年9月洪水前）

令和5年10月24日（令和4年9月洪水後） 令和5年10月24日（令和4年9月洪水後）
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（２） モニタリング結果（令和6年度） 安倍川右岸8.5k

巨石付き
盛土砂州
（右岸8.5k付近）

巨石付き
盛土砂州
（左岸8.0k付近）

R6.2.28撮影 R6.6.14撮影 R6.9.20撮影

洪水波形（手越地点水位）
令和6年の出水状況
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○令和6年には、手越観測所で氾濫注意水位を超過する洪水が3回発生した。流量最大の洪水は、R6.8.29洪水の約1,800m3/s※であり、平均年最大
流量程度の洪水であった。(※流量は手越水位流量観測所の令和6年暫定高水HQ式を用いて算定）

○安倍川では小規模洪水でも澪筋が変化するため、水衝部も移動する特性がある。

○効果：澪筋が河道中央に誘導されている。

○機能の維持：先端部には変状が生じておらず、巨石付き盛土砂州の機能（水はね機能）が維持されている。

R6.2.28 
空撮

斜め写真

R6.6.14 
空撮

斜め写真

R6.9.20 
空撮

斜め写真

水位の出典）水文水質データベース（暫定値）

河道中央に
向かう流れ

河道中央に
向かう流れ

河道中央に
向かう流れ
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巨石付き
盛土砂州
（右岸8.5k付近）

R6.2.28撮影

巨石付き
盛土砂州
（左岸8.0k付近）

R6.6.14撮影 R6.9.20撮影

河岸沿いの流れ

（２） モニタリング結果（令和6年度） 安倍川左岸8.0k
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○令和6年には、手越観測所で氾濫注意水位を超過する洪水が3回発生した。流量最大の洪水はR6.8.29洪水の約1,800m3/s※であり、平均年最大流
量程度の洪水であった。(※流量は手越水位流量観測所の令和6年暫定高水HQ式を用いて算定）

○安倍川では小規模洪水でも澪筋が変化するため、水衝部も移動する特性がある。

○効果：澪筋が河道中央に誘導されている。

○機能の維持：令和4年9月洪水により先端部が一部侵食されており、先端部の侵食が進行した場合に、水はね機能の低下が懸念される。

また、中央部が施工されていないため、先端部の下流側で河岸に向かう流れや河岸沿いの流れが確認された。

洪水波形（手越地点水位）
令和6年の出水状況

R6.2.28 
空撮

斜め写真

R6.6.14 
空撮

斜め写真

R6.9.20 
空撮

斜め写真

水位の出典）水文水質データベース（暫定値）

河道中央に
向かう流れ

河道中央に
向かう流れ

先端部下流側で
河岸に向かう流れ



３. 令和４年９月洪水の流量検証について
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安倍川 静岡河川事務所

CCTVカメラ（右岸）

第2断面

第1断面

浮子投下位置（安倍川橋）未実施

基準断面

手越水位流量観測所

CCTVカメラ（左岸）
※別角度で撮影

電波流速計 観測位置

未実施

※CCTVカメラ（左岸）は上流を撮影しており使用不可

画像解析が行える範囲

安倍川

○画像解析による表面流速（9/24 2:20：ピーク時）

22

令和４年９月洪水流量検証

○ 令和４年９月洪水の流量推定の背景

• 令和４年９月２３日～２４日の台風第１５号による大雨では、安倍川の手越水位観測所において平成以降最高となる４.２３ｍを観測した。

• 流量観測は、静岡市内の停電や内流量観測は、静岡市内の停電や内水被害の影響もあり、観測員が安全に現地に行くことができなかったため未実施である。

• 令和４年９月洪水後の基礎調査は、洪水痕跡水位調査、地形測量、河床材料調査を実施した。

○ 画像解析の概要

• CCTV画像に基づく画像解析により表面流速を計測した。流量は、区分求積法※1とDIEX法※2によりそれぞれ区分求積法4,675m3/s、 DIEX法4,507m3/sを推定した。
※1 区分求積法:：各点の流速計測値に代表させる区分断面ごとの区分流量（流速×面積）を足し合わせて算出する方法（出典：河川砂防技術基準(調査編））

※2 DIEX法： Dynamic Interpolation Extrapolation method,力学的内外挿法 現地観測で得られた離散的な「点」・「線」流速データを、運動方程式に基づいて 「面」流速データに変換し、河川流量を算出する手法

(出典：DIEX-Flow https://www.diex-flow.pckk-service.jp/index.html）

○ 画像解析の課題

• CCTVカメラによる撮影範囲が右岸側のみであるため、左岸側の流速解析ができていない。また、夜間解析精度の不確実性がある。

• DIEX法では、横断面の面的な流速は、表面流速の点データを基に内外挿により得ている。

○観測所平面関係図 ○観測所データ（零点高：T.P.+15.49m）

○CCTV画像 9月24日 2:00（ピーク時）
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令和４年９月洪水流量検証

○降雨流出解析

• 観測雨量から貯留関数法により求めた流出解析値を行い、各地点（手越、牛妻、奈良間）のHQ式と解析流出量を設定した。

• ピーク流量（流出解析値）は手越地点4,867m3/sである。

○準三次元流況解析による表面流速の再現検証

• 上記の手越地点の流量ハイドロを準三次元流況解析範囲の上流端に与え、手越地点の観測水位と画像解析による表面流速に対する再現性を検証した結果、概
ね再現した。

• 令和4年9月洪水時に再現性を検証できなかった左岸側について、令和6年6月洪水で同様に画像解析による表面流速の再現性を確認したところ、左岸側の表面
流速も概ね再現できた。

• 手越地点の流量については、観測値としては欠測とするが、計画検討には推定値として用いる予定である。
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４. 牛妻地区かわまちづくり大賞受賞について
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安倍川・牛妻地区かわまちづくりが令和６年度「かわまち大賞」を受賞
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参考①：「かわまち大賞」の概要
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参考②：かわまちづくり支援制度の概要



５. 安倍川水系流域治水プロジェクト２．０
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クト」を『流域治水プロジェクト2.0』へ更新。
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